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近畿中部の溝断層の概要む

欝囲山古墳(庵禅天慶陵)を切る濡断層について

寒川旭(環境地質部)

�楲慓���

1.はじめに

近畿中部には鈴鹿山脈･奈良盆地･生駒山地･和泉山

脈などの中規模た山地･盆地が多く発達している.こ

れらが規則的に組み合わさった地形配列カミこの地域の

繊細で美しい自然景観を生みだす基盤となっている.

このような地形は主として第四紀における断層運動

によって形成されたもので藤田(1974)･活断層研究会

(1980)にこれらの断層の分布カミ示されている.さら

に第四紀に活動した断層のいくつかは第四紀後半に

反復して活動し将来活動する可能性カミ大きいもの<活断

層>と第四紀後半には活動を停止したものに区別でき

るようになった(寒川他1983など).

近畿は古くから文化の中心地としての位置を保ち柱が

ら現在に至っている.そのため遺跡･古墳などの考

古学資料やおびただしい数の古文書類が残されており

活断層の最新の活動を歴史資料によって検証するには最

適の地である.

今回その一例として大阪平野南東部に分布する古

こんだやま,

市古墳群の中心をなす超大型古墳である誉田山古墳(応

ヒんだ

神天皇陵)を切る活断層である誉田断層(新称)の存在

カ湖らかになった.以下近畿中部の活断層の概要を
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第1図

近畿の主要活断層

太線は活断層(破線は推

定).MTL(中央構造線

活断層系)ATL(有馬

一高槻構造線活断層系)

R(六甲断層系)Yo(養

老断層)I(一志断層系)

K-Y(桑名･四目市断層

系)N(奈良坂携曲)

T(天理携曲)M(三方

断層)且a(花折断層)

Hi(比良断層)Ka(堅

固断層)He(比叡断層)

Ki(木津川断層)Hn(花

ノ木断層)Ya(山崎断

層系)Ym(山田断層)

G(郷村断層)I(生駒

断層系)Ko(誉田断層)
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写真1a

萎

誉田断層周辺の空中写真

国土地理院撮影:1971年(KK-71-2XC11-10)

写真1bと実体視できる

紹介しその中での誉困断層の位置づけさらに被害

地震史料に基づく誉田断層の最新の活動時期の推定を行

いたい.

2.近畿中部の活断層の概要

この地域の活断層は概ね東西方向で水平変位成分

の卓越するものと南北方向で垂直変位成分の卓越する

ものに分けられる(第1図)･

東西方向の主要活断層は地質構造線に沿うか近接して

平行している.その代表例が中央構造線活断層系であ

る(KANEK01966岡田1973岡田･寒川1978).中央構造

線の第四紀前半の活動は地質境界にほぼ一致しており

逆断層の露頭が連続的に認められている.しかしこ

れらは現在は地形的にはほとんど認められず一部地域

では最高位の段丘堆積物である五条層に覆われこれ以

降の活動はほぼ停止したものと思える(寒川1977岡田･寒

川1978藤田1979).代ってその北側に平行する活

断層系が著しい活動を行うようになり右ずれ方向に最

大3.1m/1o3年重直方向に最大｡.4m/1o3年の平均変位

速度を示している(岡田･寒川1978).この活断層系の

東端では断層の走向が南北方向にたり金剛山地の隆起

をもたらした逆断層に移行している｡

有馬一高槻構造線は丹波帯と領家帯を境する東西性の

地質構造線でこれに沿って多くの活断層が発達してい

る(藤田･奥田1973寒川1978).構造線は六甲山地の北

縁を限り宝塚市付近で六甲山地の南縁および南東縁を

限る六甲断層系(藤田･笠間197119821983HUzITAet

a1.197!)と合流している.宝塚市以東では大阪平野

の北縁を限り高槻市に至る活断層帯と狂っている.こ

こでは長さ10km前後の東西性の活断層が多く発達し

二つの平行する断層による細長い低地帯カミ多く見られ

る.この中の花屋敷低地帯の南縁の断層に近接する弥

生時代遺跡(加茂遺跡)に地震跡と思える東西性の地割

れが多数見出され有馬一高槻構造線の活断層が弥生時

代以降に活動したことが推定されている(梅田地1983).

南北性の活断層として特に顕著なものは鈴鹿山脈お

よび養老山地の東縁を限るものである(森･山田1977岡

田1979武久1979宮村他1981太目ヨ･寒川1984など)｡鈴

鹿山脈東麓の一志断層系では新しい時期の活動が山麓線

から平野寄りに2km前後移動する現象がみられ(武久

19791KEDA1983太田･寒川1984)最も活動的校断層で

は第四紀後半に｡.4m/103年の垂直方向の平均変位速度

を示している(太田･寒川1984)､

養老山地東縁の活断層の南方延長上に桑名･四目市断

層系が発達し段丘面を変位･変形させている(貝塚1950

地質ニュｰス364号�
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松目ヨ池1977岡田1979太田･寒川1984吉田1984).安政

元年(1854年)の伊賀上野地震に際してMa7の地震が

四目市市付近に生じており桑名･四目市断層系の一部

カミ活動したことが推定されている(萩原1982).

奈良盆地東縁にも南北方向の著しい活断層が認められ

る.ここでも第四紀に断層運動が山麓線から盆地側

へ移行している(坂本1954寒川他1984投稿中).この

移行の時期は最高位段丘堆積物である虚空蔵山礫層堆積

期でこれ以降は垂直方向に最大｡.3m/10呂年の平均変

位速度で変位が進行している(寒川他1984投稿中)1

琵琶湖西岸地域の比良山地･野坂山地の山麓には南北

又は北北東一南南西方向の活断層が発達している.山

地西縁には三方断層･花折断層東縁には比良断層･堅

田断層･比叡断層が分布している(東郷1974村井･金子

1975宇佐美也1977杯1974寒川他1982吉岡1984など).

これらの活断層は寛文2年(1662年)の大地震に伴う琶

琶湖西岸地域や三方五湖地域の地殻変動をもたらす活動

を行ったことが推定されている(萩原1982).

また京都盆地東縁にも南北性の活断層が発達してお

りこの南端の京都市伏見区周辺では数本の断層に分岐

している･この地域には慶長元年(1596年)の伏見桃

山の地震で大被害のあった伏見指月城止が含まれており

この地震と活断層の関係が注目されている(萩原1982).

近畿中部および周辺地域ではこの他に北東一南西

および北酉一南東方向の活断層が分布している.これ

らは水平変位成分を伴うものが多く地形起伏の形成に

関与する程度は東西および南北方向の活断層にくらべて

小さい.

北東一南西方向の活断層の代表例は木津川断層･花ノ

木断層で両断層が安政元年(1854年)の伊賀上野地震

を起こす活動を行ったことが述べられている(今村1911

横困他1976萩原1982)｡またこの断層周辺の微小地

震についても検討が加えられている(中村･小泉1975).

北西一南東方向の活断層として顕著なものは山崎断層

系で左ずれ成分が卓越している(松田･岡田1968HUzITA

1969藤岡･岸本1972平野1973福井1981八木1983など).

近年各地で盛んに行われている活断層の発堀も鳥取地

Lかの

農の際の鹿野断層に次いで二番目に行われ貞観10年

(868年)の播磨の国の大地震をもたらした活動が明らか

にされている(剛地1979佃他1979).山崎断層系は

微小地震をはじめさまざまな地球物理･化学的研究が密

に行われている(尾池･岸本1976など).また最近

1984年5月30目にM5.5の地震を起こしている.

丹後半島には昭稲2年(1927年)の北丹後地震に際し

て活動した山田断層･郷村断層か分布している.この

時の最大変位量は山田断層が北上卿7m･右ずれ0.8m

1984年12月号

写真2a

誉田断層周辺の室申写真

米軍撮影:1948年(37VV-31RS-M85-1)

写真2bと実体視できる�
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誉目ヨ断層周辺の室中写真

国土地理院撮影:1971年(KK-71-2XC11-11)

写真1aと実体視できる

第2図大阪平野周辺の埋谷図と主要活料層

太線は活断層(破線は推定)Ko(誉田断層)

I(生駒断層系)H(羽曳野背斜)MTL(中

央構造線活断層系)ATL(有馬一高槻構造線

活断層系)N(奈良坂擦曲)T(天理携曲)

1(藤井寺)2(常光寺)3(天王寺)

郷村断層が西上り0.8m･左ずれ2.5mである(YAMAsAKI

慮摔�����

淡路島には長さ10km前後の活断層が多く分布してお

り北東一南西方向のものは有すれ成分をもち南北方

向のものは垂直変位のみである(寒川1980岡･寒川1981

佃他1982).

上述の活断層の走向と変位の方向には規貝雌があり

概ね東西方向の広域的放圧縮力によって活動したものと

考えられており最近の内陸地震のメカニズムや三角測

量から求めた水平主圧力軸の方向ともよく調和している

(藤田1968岡固･安藤1979寒川1980藤田･尾池1981な

ど).

写真1b

3.大阪平野東部の活断層

大阪平野東部で最も顕著な活断層は生駒山地西縁を限

る生駒断層系である(前田1966など).生駒山地の山

麓に分布する小扇状地面が数ケ所で変位を受けているこ

となどより第四紀後期にも著しい活動を行っているこ

地質ニュｰス364号�
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策3図誉閏断層周辺の段丘面の分布

慶蟄=現河床

鰯古墳一

匿嚢応神天皇陵､

団111面

慶萎111面

目1面

＼.活断層

x一崩壊

とが明らかである.この断層系の主断層は東上りの逆

ひらかた

断層で北部の枚方市から寝屋川市にかけて長尾断層･

かたの

交野断層･枚方擁曲などの小さ放断層に分岐している

(活断層研究会1980など)(第2図)｡

また大阪平野南東部の河内長野市から富田林市にか

けて大阪層灘の構造より北東一南西方向にのびる羽曳

野背斜が認められている(吉川1973).岡(1961)はこ

の活動によって石川カミ争奪をうけ段丘面の形成に大き放

影響が及んだことを述べている･この背斜は東側が急

で西側が緩校ので(吉川1973)基盤岩には西傾斜の逆

断層が存在することが推定される.

今回認やられた誉田断層は生駒断層系の南端と羽曳野

背斜の北端の間に南北に走っている.地形的に認めら

れる断層の長さは約4k㎜で生駒断層系の各断層と同様

に東上りの変位を示している･

4誉田断層

写真1･2は誉田断層周辺の1948年および1971年の

室中写真である.写真内には古市古墳群に属する多く

の古墳が分布しており中央に位置する超大型の前方後

円墳が応神天皇陵と考えられている誉田山古墳である.

この誉田山古墳の西部を通って南北にのびる崖地形が明

瞭に認められる.この崖は西方にやや凸な弧形を描

1984年12月号

線

写真^

誉閏断層周辺夢)窒中写真

米軍撮影:ユ948年(38VV-31RS-M85-1)

写真2aと実体視できる�
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いてよく連続し異る段丘面の西縁を限っている(写真3･

4)､この地域の東には南から北へ流れる石川カミある

カミこの地形は石川による浸食崖とは考えられず誉田

断層による変位地形と思える.

第3図はこの地域の段丘面の区分と誉田断層を示した

ものである.目下(1975)は西名阪自動車沿いの地下

資料よりLoα1でI面の堆積物の基底カミ約五2m東上

りに変位していることを述べている.またそのやや

南では段丘堆積物の基底カミ酉へ25｡傾斜していることを

認めている(目下1975)･またLoc.2において大

阪層群が南北走向で酉へ46｡傾斜していることが確認で

きた(写真5).このようにこの崖地形沿いに地質学

的にも断層の存在を裏付ける証拠が得られている.

第3図のI面は石川上流域に発達する段丘面群のう

ち岡(1961)のI｡面SANGAwA(1980)の千代田面に

相当し概ね5～8万年前に形成されたものと推定でき

る､この面の堆積物カミ約12m変位しているので誉田

断層の平均変位速度は約0.2m/103年でB級下位の活動

度と狂る.

5.誉田山古墳(応神天皇陵)の変位とその時期

誉田山古墳の西部は誉田断層上に形成されている.

そして墳丘の断層上の部分が西へ大きく崩落している.

また目下(1975)カミ指摘しているように陵の中堤お

よび周濠底が断層を境にして垂直方向(東上り)に食い

違っている.中堤の垂直変位量の最大値を帝室林野局

作成の地形図より求めると北側で1.2m･南側で1.8m

となる.誉田山古墳は五世紀頃に築造されたと考えら

れており現在まで1500年前後しか経過していたい.

誉田断層はB級下位の活動度を示しているので活動周

期が1500年以内ということは考え難い･そのため中

写真3誉田断層の断層崖(皿面)

写真4誉田断層の断層崖(I面)

道路と直交しており向う側が上昇している

堤などの変位をもたらした活動は1回と考え松岡(19

75)の式:LogD=O.6M-4.Oを用いて(D二1.8とした)

推定される地震の規模をM7.1と求めた.

℀

■

“

ら

令

写真5

誉田断層による大阪層群の傾斜(第3図

��㈩

設明図のように大阪層灘の腐食土層が走

向N-S傾斜46.Wを示している

地質ニュｰス364号�
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策1寿

永正7年8月8目の大地震に関する史料と記載内容

(文部省震災予防評議会工941による)

史料名�余震�藤井寺の被害�四天王寺の被割石鳥居)�常光寺の被害�諸国の寺社の被害�民家の被害�死者�高潮

尚通公記�60日�������

実隆公記��������

拾芥記���○�����

��……������

古文書類纂��O�(○)�����

多聞院日記�数日�○�(○)�����

長享年後畿内兵乱記���(○)��○��○�

年代記抄節���(O)���○��O

高代寺日記��������

新選和漢合図�����O���

続史愚抄��������

足利季世記�70余日��(○)��○���

重編応仁記�70余日��(○〉��O�○��

盛衰通紀��������

中世日本治乱記�����O�O�○�

興福寺年代記��������

永正元年記��������

剛球寺文書��○������

暦仁以来年代記���(○)���O��○

天王寺誌���O�����

華頂要略���○�����

常光寺文書����○����

四大1=寺金堂本尊樽興勧進1脹���○�����

続本朝通鑑�糸勺2ゲバ��(○)��○���

この地域の被害地震の中でM7.1程度の規模カミ考えら

れるものを文部省震災予防評議会(1941)･宇佐美(1975)

より探すと永正7年(1510年)8月8目の摂津･河内

の地震のみカミ該当した.この大地震は23の古文書に記

されており藤井寺･常光寺の崩壊や四天王寺石鳥居の

破壊かとりあげられている(第1表写真6.7.8).

特に藤井寺(同:剛球寺･葛井寺)は八世紀初期に聖武天

皇によって建立された七堂伽藍の大寺院で誉閏断層に

近接した位置(北西約1km)にある.このため藤井

寺の歴史に記されている唯一の直下型大地震で“依

大地震一寺滅亡萬民え愁歎不能言詞(剛球寺文書:文

部省震災予防評議会1941)"と表現されている永正7年

(1510年)の大地震は誉田断層の活動によるもので誉

田山古墳(応神天皇陵)を変位させたと考えてよいであろ

う.

6.おわりに

我が国は世界でも有数の地震国でその原因となる活

断層も極めて多く発達している.それに加えて人々の

1984年12月号

居住の歴史も古く豊富な考古学資料とともに2,OOO

年にも及ぼうとする期間の莫大な古文書類カミ残されてい

る･そのため地震一活断層一歴吏の三分野を結んだ

研究にとって最適の地と言えよう.

このような研究の代表例と'して中国の銀川盆地にあ

る明朝の長城が1739年のM8級の大地震によって垂直お

よび右ずれ変位を受けたことが報告されている(藤困19

84).日本でも諏訪湖南東岸で糸魚川一静岡線の活

断層によって縄文住居辻が変位を受けた例(松島･伴19

79)など興味深い事実が発見されつつある.活断層

の研究においては地震学･地形学･地質学のみならず

考古学･歴史学の各分野とさらに密な情報交換を行う

必要があると思える.
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